
新型コロナウイルス感染
県知事あてに総合対策を申し入れ

３/６　日本共産党県議団
　２月定例県議会は、コロナ感染が拡大するなかでの議会となりまし
た。日本共産党は、対策の申し入れとあわせ、質問の機会をとらえて具
体的に提言。議会最終日には、約10憶円のコロナ対策補正予算が全
会一致で採択されました。

2月定例
県議会
2/26～3/24

　

日
本
共
産
党
の
提
言
は

　

検
査
・
医
療
体
制
確
立
な
ど
４
分
野

　

３
月
６
日
の
申
し
入
れ
は
、
（1）
検
査
・
医
療
体

制
の
拡
充
、マ
ス
ク
、消
毒
液
な
ど
の
確
保
、（2）
学

校
休
業
への
対
応
、給
食
再
開
、学
童
保
育
への
支

援
、（3）
自
粛
要
請
に
も
と
づ
く
休
業
補
償
、雇
用

調
整
助
成
金
の
対
象
拡
大
、フ
リ
ー
ラ
ン
スへの
支

援
、資
金
繰
り
支
援
の
拡
大
、（4）
情
報
公
開
と
相

談
窓
口
の
充
実
、
補
正
予
算
の
編
成
、
県
の
専
門

家
会
議
設
置―

の
４
分
野
17
項
目
。そ
の
後
の
対

策
に
、少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
本
県
議
が
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充

　
　
　

学
校
休
業
へ
の
対
応
求
め
る

　

２
月
25
日
厚
生
環
境
委
員
会
で
は
津
本
県
議

が
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
や
、
感
染
専
門
病

床
確
保
に
つ
い
て
質
問
。「
県
衛
生
研
究
所
以
外

で
も
検
査
が
実
施
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
倍
首
相
が
２
月
27
日
に
突
然
行
っ
た

全
国
一
律
学
校
休
業
の
要
請
。石
井
知
事
は
「
唐

突
感
は
あ
っ
た
が
、一
国
の
総
理
の
要
請
だ
か
ら
」

と一斉
休
校
を
決
め
ま
し
た
。３
月
３
日
の
一
般
質

問
で
津
本
議
員
は
、
専
門
的
知
見
の
な
い
ま
ま
行

わ
れ
た
突
然
の
一
律
休
校
措
置
を
批
判
。県
教
育

委
員
会
の
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　
　

ひ
づ
め
県
議
は

　
　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会
で

　

ひ
づ
め
県
議
も
、３
月
13
日
の
予
算
特
別
委
員

会
で「
学
校
に
は
保
健
室
が
あ
って
、担
任
の
先
生

は
子
ど
も
た
ち
の
変
化
を
毎
日
見
て
お

り
、栄
養
の
あ
る
給
食
も
あ
る
。学
校
は

子
ど
も
た
ち
の
安
全
装
置
」
と
い
う
専

門
家
の
見
解
を
紹
介
。地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
授
業
や
給
食
再
開
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、感
染
ピ
ー
ク
時
に
は
県
内
で
２
１
０
０

床
が
必
要
と
の
厚
生
労
働
省
の
試
算
を
示
し
、病

床
確
保
の
努
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
内
の
医

療
病
床
を
減
ら
す「
地
域
医
療
構
想
」推
進
の
中

止
を
求
め
ま
し
た
。

　

不
足
す
る
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
政
府
へ
の
働
き

か
け
と
と
も
に
、
県
独
自
の
対
策
も
要
望
。岩
手

県
な
ど
で
は
補
正
予
算
を
組
ん
で
、
独
自
に
調
達

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
石
井
知
事
は「
県
独
自
に

動
け
ば
混
乱
を
招
く
。国
の
配
分
を
待
ち
た
い
」

な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

　

10
億
円
の
県
補
正
予
算
は

　
　
　
　

  　
　

き
わ
め
て
消
極
的

　

３
月
24
日
に
、全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
約
10

憶
円
の
県
補

正
予
算
。し

か
し
、
沖
縄

県
１
７
０
憶

円
、
岩
手
県

１
４
０
億
円

な
ど
と
比
較

し
て
も
小
規

模
で
す
。イ
ベ

ン
ト
自
粛
や

休
業
、
病
床

確
保
へ
の
補

償
な
ど
、
さ

ら
に
積
極
的
な
対
策
が
必
要
で

す
。ジェンダー平等社会めざしてー

ジェンダー平等とは
　男性も女性も、性的マ
イノリティーの人たち
も、すべての人権が保障
され、その能力が発揮さ
れること。1995年の第
４回世界女性会議（北京
会議）で初めて「ジェン
ダー」という表現が使わ
れ、持続可能な開発目標
SDGsにも盛り込まれ
ている。

　

予
算
特
別
委
員
会
の
質
問
で
、
ひ
づ
め
県
議
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指
数

　
　
　
　

１
５
３
か
国
中
１
２
１
位

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎
年
公
表
す
る
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
指
数
」。日
本
の
総
合
順
位
は
年
々
低

下
し
て
い
ま
す
。日
本
の
財
界
・
大
企
業
が
い
ま
だ

女
性
労
働
者
を
安
上
が
り
に
雇
用
し
、
政
治
的
に
も

男
尊
女
卑
を
是
と
す
る
復
古
主
義
が
根
強
く
残
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
法
制
化

　
　
　
　
　
　

知
事
が
国
に
要
望
を

　

２
０
１
８
年
の
内
閣
府
世
論
調
査
で
は
、
選
択
的

夫
婦
別
姓
「
賛
成
」
42
・
５
％
、「
反
対
」
29
・
３
％
で

す
。30
〜
39
歳
層
で
は
「
賛
成
」
52
・
５
％
に
な
り
ま

し
た
。し
か
し
、
石
井
知
事
は
「
国
に
お
い
て
判
断

を
」な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

　

一
方
で
、県
職
員
に
対
し
て
は
、２
０
０
２
年
か

ら
旧
姓
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。知
事
部
局
で

は
現
在
、91
人
、教
育
委
員
会
で
は
14
人
が
旧
姓
を

選
択
し
て
い
ま
す
。経
営
管
理
部
長
は
、
制
度
の
目

的
に
つ
い
て
「
個
性
の
尊
重
と
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
の
た
め
」と
答
弁
。で
あ
る
な
ら
ば
、
選
択

的
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
も
反
対
す
る
理
由
は
な
い

は
ず
で
す
。

選択的夫婦別姓制度の法制化を

3/3 本会議で津本ふみお県議

3/13 予算特別委員会で

3/6 日本共産党がコロナ対策を申し入れ（厚生部長室
で坂本ひろし書記長、青山りょうすけ氏、津本県議らと）

　

混
合
名
簿
や

　

女
子
生
徒
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
着
用

　
　
　
　
　

教
育
長
が
前
向
き
答
弁

　

ひ
づ
め
県
議
は
、
男
女
の
賃
金
格
差
解
消
、
セ
ク

ハ
ラ
根
絶
の
取
り
組
み
、
学
校
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
に
つ
い
て
も
質
問
。

　

県
内
の
小
学
校
の
出
席
簿
は
、
ほ
ぼ
男
女
混
合
で

す
。し
か
し
、
中
学
、
高
校
で
は
い
ま
だ
50
％
前
後
。

男
女
別
名
簿
は「
男
子
が
先
で
、
女
子
は
後
」と
の
意

識
を
刷
り
込
む
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。女
子
生
徒

に
ス
ラ
ッ
ク
ス
着
用
を
認
め
て
い
な
い
学
校
の
制

服
も
、見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

教
育
長
も
「
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
検
討
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
働

き
か
け
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

２０２０年度県予算で

●全ての県立高校の普通教室へのエアコン
　設置が完了。小中学校の普通教室のエア
　コンも、市町村予算で設置。今年夏から稼
　働します。
●65歳以下の重度精神障害者の医療費が、
　全診療科の外来診療で無料に。（10月か
　ら）
●被爆75周年を記念した県内被爆者証言
　集発行に、県が補助。
●車いす用の可搬式昇降機を県庁に配備。
　県有施設のバリアフリー化推進。
●富山市南部の冷川の河川整備計画策定
　と、治水対策の強化。
●富山市北部の住友運河で、遊歩道の一部

　供用開始。富岩運
　河との合流部に
　遊歩道用の橋建
　設。
●あいの風とやま
　鉄道の新駅（下冨
　居地内）は、来年
　秋に完成予定。

みなさんと要望し
　　実現できた項目から

2020年4・5月
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12/26 県知事に新年度予算編成に対する
要望書提出


